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（
第
九
回
岡
山
平
安
文
学
研
究
会
・
二
〇
二
三
年
一
月
七
日
） 

平
安
期
物
語
に
お
け
る
継
子
譚
受
容 

香
川
高
等
専
門
学
校 

森 

あ
か
ね 

凡
例 

一 

本
文
の
引
用
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
本
文
に
付
し
た
傍
線
は
全
て
稿
者
に
よ
る
。 

『
う
つ
ほ
物
語
』『
源
氏
物
語
』：
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
） 

『
続
日
本
紀
』
『
落
窪
物
語
』『
今
昔
物
語
集
』『
注
好
選
』：
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
） 

『
令
義
解
』：
国
史
大
系
（
吉
川
弘
文
館
） 

『
蒙
求
』：
池
田
利
夫
編
『
蒙
求
古
註
集
成
』（
汲
古
書
院 

一
九
八
八
～
一
九
九
〇
年
） 

『
孝
子
伝
』：
幼
学
の
会
『
孝
子
伝
注
解
』（
汲
古
書
院 
二
〇
〇
三
年
） 

二 

引
用
に
関
し
て
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。 

 

一 

は
じ
め
に 

 

継
子
譚
は
世
界
的
に
多
数
の
例
が
認
め
ら
れ
る
話
型
で
あ
る
が
、
日
本
に
お
い
て
も
平
安
期
の
物
語
に
こ
の
話
型
の
組
み
込
み

例
が
見
ら
れ
る
。
従
来
の
研
究
の
中
心
と
な
っ
た
も
の
は
継
子
が
女
で
あ
る
パ
タ
ー
ン
（
シ
ン
デ
レ
ラ
型
）
の
話
で
あ
り
、
『
う
つ

ほ
物
語
』
や
『
源
氏
物
語
』
光
源
氏
な
ど
の
継
子
が
男
の
パ
タ
ー
ン
は
「
変
型
」
と
扱
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
継
子
が
男
の
パ

タ
ー
ン
は
漢
土
に
お
け
る
孝
子
説
話
の
形
を
と
る
継
子
譚
に
多
く
の
例
が
見
ら
れ
る
。 

本
発
表
は
大
陸
伝
来
の
継
子
譚
、
特
に
漢
土
の
継
子
譚
で
あ
る
孝
子
説
話
型
の
継
子
譚
を
中
心
と
し
て
、
平
安
期
の
物
語
に
お

け
る
表
現
を
支
え
る
一
つ
の
素
材
と
し
て
の
関
わ
り
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

※
継
子
譚
・
・
・
「
継
母
子
と
い
う
人
間
関
係
を
基
に
展
開
す
る
話
」 

  

二 

継
子
譚
に
お
け
る
研
究
史 

 

資
料
一 

山
室
静
『
世
界
の
シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
』
（
新
潮
社 

一
九
七
九
年
） 

 

シ
ン
デ
レ
ラ
と
い
う
話
は
、
虐
げ
ら
れ
た
境
遇
に
あ
る
継
娘
が
、
天
性
の
美
貌
と
淑
や
か
さ
と
才
覚
に
よ
っ
て
、
ま
た
何
ら

か
の
超
自
然
的
な
援
助
者
（
亡
母
の
霊
或
い
は
身
代
り
の
妖
精
や
小
鳥
の
ケ
ー
ス
が
多
い
）
に
よ
っ
て
、
幸
福
な
結
婚
を
す

る
ま
で
の
経
緯
を
辿
っ
た
話
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

資
料
二 

継
子
譚
の
広
が
り
に
つ
い
て
の
説 

・
本
来
的
に
人
間
の
思
考
方
法
や
発
想
が
共
通
し
て
お
り
、
生
活
形
態
も
大
き
な
変
わ
り
は
な
い
た
め
に
、
各
地
で
類
似
し
た
話

が
偶
発
的
に
発
生
し
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
。 

・
原
話
と
な
る
形
が
あ
り
、
そ
れ
が
民
族
の
移
動
に
よ
っ
て
、
変
化
を
も
た
ら
し
な
が
ら
世
界
各
地
に
広
が
っ
た
と
い
う
も
の
で 

 

※
日
本
の
継
子
譚
の
話
型
は
、
貴
種
流
離
譚
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
さ
れ
る
一
般
的
見
解
。
時
代
の
流
れ
で
継
母
子
と
い
う
関
係

が
生
じ
た
た
め
に
継
子
譚
に
移
行
し
た
と
い
う
考
え
。 
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資
料
三
『
源
氏
物
語
』「
蛍
」
二
一
六
頁
） 

継
母
の
腹
き
た
な
き
昔
物
語
も
多
か
る
を
、
心
見
え
に
心
づ
き
な
し
と
思
せ
ば
、
い
み
じ
く
選
り
つ
つ
な
む
、
書
き
と
と
の

へ
さ
せ
、
絵
な
ど
に
も
描
か
せ
た
ま
ひ
け
る
。 

→

平
安
時
代
に
お
け
る
継
子
物
語
の
流
行
を
示
唆
。
現
存
以
外
に
も
多
数
の
物
語
が
あ
っ
た
。 

 

資
料
四 

朝
倉
治
彦
、
井
之
口
章
次
、
岡
野
弘
彦
、
松
前
健
編
『
神
話
伝
説
辞
典
』（
東
京
堂
出
版 

一
九
六
三
年
） 

文
学
と
習
俗
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
継
母
継
子
の
家
庭
問
題
が
起
ら
ぬ
以
前
か
ら
、
日
本
で
は
継
子

い
じ
め
の
物
語
が
現
わ
れ
た
。
こ
の
物
語
の
見
え
そ
め
た
平
安
期
の
夫
婦
関
係
か
ら
も
継
母
が
継
子
を
い
じ
め
る
と
い
う
こ

と
は
あ
り
得
な
い
。（
中
略
）
現
実
に
は
継
母
の
継
子
い
じ
め
は
存
在
し
な
い
で
、
宗
教
の
方
便
と
し
て
盛
ん
に
と
り
い
れ
ら

れ
た
外
来
の
ま
ま
子
い
じ
め
の
説
話
が
一
般
に
な
じ
ん
で
、
お
の
ず
と
ふ
り
変
っ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

資
料
五 

日
向
一
雅
「
継
母
子
譚
」（
林
田
孝
和
、
原
岡
文
子
他
編
『
源
氏
物
語
事
典
』
大
和
書
房 

二
〇
〇
二
年
） 

継
母
子
譚
は
継
母
か
ら
迫
害
さ
れ
た
継
子
の
姫
君
が
男
君
に
よ
っ
て
救
わ
れ
、
幸
福
な
結
婚
を
し
て
栄
え
る
と
い
う
モ
チ
ー

フ
の
物
語
で
あ
る
。
シ
ン
デ
レ
ラ
・
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
世
界
的
に
普
遍
的
な
話
型
で
あ
り
、
昔
話
の
類
話
も
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
。（
中
略
）『
源
氏
物
語
』
の
継
母
子
譚
は
空
蝉
と
紀
伊
守
、
藤
壺
中
宮
と
光
源
氏
、
弘
徽
殿
大
后
と
光
源
氏
の
よ

う
に
継
子
を
男
子
と
す
る
場
合
、
ま
た
常
陸
介
と
浮
舟
の
よ
う
に
継
父
の
継
子
い
じ
め
の
よ
う
な
変
型
が
あ
り
、
独
自
な
テ

ー
マ
を
担
う
。 

→

男
の
継
子
の
例
と
し
て
、『
宇
津
保
物
語
』「
忠
こ
そ
」
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
九
「
亀
報
山
陰
中
納
言
恩
語 

第
二
十
九
」、

巻
第
二
十
六
「
陸
奥
国
府
官
大
夫
介
子
語 

第
五
」
が
あ
る
。
大
陸
伝
来
の
例
を
入
れ
る
と
更
に
増
え
る
。 

 

資
料
六 

日
本
の
「
孝
」
受
容 

部
内
ニ

有
ラ
バ

下

好
学
、
篤
道
、
孝
悌
、
忠
信
、
清
白
、
異
行
、
発
レ‐

二

聞
エ
タ
ル

於
郷
閭
ニ

一

者
上

、
挙
コ
シ
テ

而
進
メ
ヨ

之
。（『
令
義

解
』
巻
二 

戸
令
） 

 

学
者
兼
テ

習
之
。
（
中
略
）
孝
経
。
論
語
ハ

皆
須
シ

二

兼
テ

通
ス

一

」
。『
令
義
解
』
巻
三
「
学
令
」
） 

 

凢
孝
子
、
順
孫
、
義
夫
、
節
婦
、
志
行
聞
エ
ハ

二

於
国
郡
ニ

一

者
、
申
セ

二

太
政
官
ニ

一

。
奏
聞
シ
テ

表
セ
ヨ

二

其
門
閭
ニ

一

、
同
籍
ハ

悉
ニ

免
セ

二

課
役
ヲ

一

。
有
ラ
ハ

二

精
誠
ノ

通
感
ス
ル
コ
ト

一

者
、
別
ニ

加
ヘ
ヨ

二

優
賞
ヲ

一

。（
『
令
義
解
』
巻
三 

賦
役
令
） 

 

乙
卯
、
詔
し
た
ま
は
く
、「
上
は
曾
祖
よ
り
下
は
亥
孫
に
至
る
ま
で
に
、
奕
世
孝
順
な
る
者
に
は
、
戸
を
挙
り
て
復
を
給
ひ
、

門
閭
に
表
旌
し
て
義
家
と
す
」
と
の
た
ま
ふ
。（
『
続
日
本
紀
』
大
宝
二
年
十
月
） 

 

治
メ

レ

民
ヲ

安
ス
ル
ハ

レ

国
ヲ

必
ス

以
テ

孝
ヲ

理
サ
ム

。
百
行
ノ

之
本
莫
シ

レ

先
ナ
ル
ハ

二

於
玆
ヨ
リ

一

。
宜
ク

下

令
シ
テ

二

天
下
ヲ

一

、
家
コ
ト
ニ

蔵
メ
テ

二

孝
経
一
本
ヲ

一

、
精
勤
誦
習
シ

、
倍 マ

ス
〱

加
フ

中

教
授
ヲ

上

。
百
姓
ノ

間
ニ

有
ラ
ハ

二

孝
行
通
シ
テ

レ

人
ニ

、
郷
閭
欽
仰
ス
ル

者
一

。
宜
ク

レ

令
二

所

由
ノ

長
官
ヲ
シ
テ

、
具
ニ

以
テ

名
ヲ

薦
メ

一

。
（『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
年
四
月
） 

 

資
料
七 

『
令
義
解
』（
巻
三
・
賦
役
令
）「
孝
子
、
順
孫
」
注
釈
に 

謂
、
高
柴
泣
レ

血
三
年
。
願
悌
絶
漿
、
五
日
之
類
、
孝
子
也
。
原
穀
喩
レ

父
迎
レ

祖
。
劉
殷
冒
レ

雪
獲
レ

芹
之
類
、
順
孫
也
。

（『
令
義
解
』
巻
三
・
賦
役
令
） 

→

「
孝
」
は
平
安
時
代
官
人
の
必
須
の
知
識
で
あ
り
、
孝
子
説
話
が
受
容
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
孝
子
説
話
型
の
継
子
譚
が
受
容
さ

れ
、
平
安
期
の
物
語
の
表
現
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。 
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三 

『
落
窪
物
語
』
の
受
容 

 

「
落
窪
物
語
」
・
・
・
継
母
に
よ
る
継
子
迫
害→

男
君
の
救
出→

報
復→

孝
養 

 

資
料
八 

①
継
子
は
継
母
へ
孝
を
示
す 

舜
譚
（『
孟
子
』
、『
史
記
』、『
孝
子
伝
』
、『
注
好
選
』
、『
宝
物
集
』
な
ど
）、
王
祥
譚
（
『
捜
神
記
』、
『
晋
書
』、『
孝
子
伝
』
、『
芸
文

類
聚
』、
『
注
好
選
』
な
ど
）、
閔
子
鶱
譚
（
『
蒙
求
』、『
芸
文
類
聚
』、『
孝
子
伝
』
、『
注
好
選
』
な
ど
）、
申
生
譚
（『
史
記
』
、『
列

女
伝
』、
『
孝
子
伝
』、『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
）
、「
蒋
詡
」（
『
孝
子
伝
』、
『
東
観
漢
記
』）
、
※
ク
ナ
ラ
太
子
譚
（
『
阿
育
王
経
』
、『
大

唐
西
域
記
』
、『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
）（
注
９
）、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
「
亀
報
山
陰
中
納
言
恩
語
第
二
十
九
」、
『
う
つ
ほ
物

語
』
忠
こ
そ
の
物
語 

 

② 

継
母
が
報
復
を
受
け
る 

伯
奇
譚
（『
漢
書
』
、『
後
漢
書
』
、『
孝
子
伝
』、『
注
好
選
』、『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
）
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
二
十
六
「
陸
奥
国
府

官
大
夫
介
子
語
第
五
」、
『
住
吉
物
語
』、
「
葉
限
」
『
酉
陽
雑
俎
』 

 

③ 

継
子
の
繁
栄
が
語
ら
れ
、
継
母
と
の
関
係
は
語
ら
れ
な
い 

『
注
好
選
』「
胡
楊
は
鏑
を
免
る 

第
九
十
」、『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
「
薄
𤘽
羅
、
得
善
報
語
第
（
二
十
）
」 

 

資
料
九
『
落
窪
物
語
』（
巻
三 

一
九
五
頁
） 

「
こ
の
渡
ら
ん
と
し
給
所
は
三
条
に
こ
そ
あ
り
け
れ
。
又
ま
つ
と
聞
こ
え
し
物
を
と
し
比
造
り
て
、
渡
ら
ん
と
し
給
ら
ん
に

妨
げ
た
ら
ん
は
い
か
に
お
ぼ
す
ら
ん
。
親
の
嘆
き
給
ら
ん
は
罪
い
と
お
そ
ろ
し
く
、
仕
ふ
ま
つ
る
人
た
ゝ
こ
そ
あ
れ
、
か
く

し
給
こ
と
を
妨
げ
給
へ
ば
、
嘆
か
せ
た
て
ま
つ
る
が
心
う
き
事
。
衛
門
が
す
る
事
ぞ
。」 

と
、
い
と
を
し
と
お
ぼ
し
た
る
け
し
き
に
て
の
た
ま
へ
ば
、 

「
天
下
の
親
に
て
を
の
が
家
を
し
取
ら
る
ゝ
人
や
あ
る
。
嘆
き
給
ら
ん
罪
は
の
ち
に
も
い
と
よ
く
仕
う
ま
つ
り
な
を
し
給

へ
。
渡
ら
じ
と
お
ぼ
す
と
も
、
ま
ろ
、
子
た
ち
具
し
て
渡
り
な
ん
。
か
く
言
ひ
立
ち
て
と
ど
ま
り
た
ら
ん
い
と
お
こ
な
ら

ん
。
か
の
家
た
て
ま
つ
ら
ん
と
お
ぼ
さ
ば
、
知
ら
れ
た
て
ま
つ
り
て
の
ち
を
た
て
ま
つ
り
給
へ
。」 

 

資
料
一
〇
『
落
窪
物
語
』（
巻
三 

二
一
九
頁
） 

「
あ
は
れ
、
中
納
言
こ
そ
い
た
く
老
い
に
け
れ
。
世
人
は
老
い
た
る
親
の
た
め
に
す
る
孝
こ
そ
い
と
け
う
あ
り
と
思
ふ
事

は
、
七
十
や
六
十
な
る
年
、
賀
と
言
ひ
て
遊
び
、
楽
を
し
て
見
せ
給
、
又
若
菜
ま
い
る
と
て
年
の
は
じ
め
に
す
る
事
、
さ
て

八
講
と
言
ひ
て
、
経
、
仏
か
き
供
養
す
る
事
こ
そ
は
あ
め
れ
。
さ
ま
〴
〵
め
づ
ら
し
き
や
う
に
せ
ん
と
て
は
い
か
な
る
事
を

せ
ん
。
生
き
な
が
ら
四
十
九
日
す
る
人
は
あ
れ
ど
、
子
の
す
る
に
て
は
便
な
か
る
べ
し
。
こ
れ
ら
が
中
に
の
た
ま
へ
。
せ
ん

と
お
ぼ
さ
ん
事
せ
さ
せ
た
て
ま
つ
ら
ん
。」 

と
申
給
へ
ば
、
女
君
、
い
と
う
れ
し
と
お
ぼ
し
て
、 

「
楽
は
げ
に
を
も
し
ろ
く
を
か
し
き
事
に
こ
そ
あ
れ
ど
、
の
ち
の
世
ま
で
御
身
に
益
な
し
。
四
十
九
日
は
げ
に
ゆ
ゝ
し
か
る

べ
し
。
八
講
な
む
こ
の
世
も
い
と
た
う
と
く
、
の
ち
の
た
め
も
め
で
た
く
あ
る
べ
け
れ
ば
、
し
て
聞
か
せ
た
て
ま
つ
ら
ま
ほ

し
き
」 

→

「
孝
」
と
し
て
、
父
親
へ
の
法
華
八
講
を
行
な
う
。 

 

資
料
一
一
『
落
窪
物
語
』（
巻
四 

二
三
九
頁
） 

頼
も
し
げ
な
く
な
り
果
て
給
て
、
生
け
る
時
処
分
し
て
ん
、
子
ど
も
の
心
見
る
に
、
は
ら
か
ら
思
ひ
せ
ず
、
女
立
の
中
に
も
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疎
〳
〵
し
く
あ
め
れ
ば
、
論
な
う
う
ら
み
ご
と
ど
も
い
で
来
な
ん
、
と
て
、
越
前
守
を
お
ま
へ
に
呼
び
据
へ
て
、
所
〴
〵
の

庄
の
券
、
お
び
な
ど
取
り
い
で
て
え
ら
せ
給
に
、
す
こ
し
よ
ろ
し
き
は
た
ゞ
大
将
殿
の
北
の
方
に
の
み
た
て
ま
つ
り
給
て
、 

「
異
子
ど
も
、
こ
れ
う
ら
や
ま
し
と
だ
に
思
ふ
べ
か
ら
ず
。
お
な
じ
や
う
に
力
入
り
、
親
に
孝
し
た
る
な
し
。
す
こ
し
人
〳

〵
し
き
に
な
ん
よ
ろ
し
き
も
の
取
ら
す
る
。
言
は
ん
や
こ
ゝ
ら
の
と
し
ご
ろ
返
り
見
る
を
恩
に
や
と
思
へ
。
」 

と
い
と
さ
か
し
う
の
た
ま
ふ
を
、
き
ん
だ
ち
は
こ
と
は
り
と
お
ぼ
し
た
る
。 

「
こ
の
家
も
古
り
て
こ
そ
あ
め
れ
ど
、
広
う
よ
ろ
し
き
所
な
り
。
」 

と
て
大
将
殿
の
北
の
方
に
た
て
ま
つ
り
給
へ
ば
、
北
の
方
聞
き
て
泣
き
ぬ
。 

→

「
孝
」
を
理
由
に
、
財
産
・
家
を
分
与
。
女
君
が
中
納
言
家
を
相
続
す
る
こ
と
に
。 

 

○
『
落
窪
物
語
』
の
孝
養
譚
は
、
孝
子
説
話
型
の
継
子
譚
に
基
づ
く
も
の
。
れ
は
一
連
の
流
れ
の
決
着
部
分
と
し
て
、
物
語
全
体

に
機
能
す
る
。 

  

四 

う
つ
ほ
物
語
「
忠
こ
そ
」
の
受
容 

  

左
大
臣
北
の
方
（
継
母
）
が
忠
こ
そ
に
対
し
て
、
愛
欲
の
心
を
抱
く
。→

忠
こ
そ
が
拒
否
し
た
た
め
、
継
母
が
姦
計
を
め
ぐ
ら

せ
る
。→

父
の
不
興
を
買
い
、
忠
こ
そ
は
家
出
し
出
家
。→

後
に
落
ち
ぶ
れ
た
継
母
と
再
会
、
世
話
を
焼
く
。 

 

資
料
一
二 

三
木
雅
博
「『
う
つ
ほ
物
語
』
忠
こ
そ
の
〈
継
子
い
じ
め
譚
〉
の
位
相―

『
孝
子
伝
』
の
伯
奇
譚
・
ク
ナ
ラ
太
子
譚
と

の
比
較
か
ら
」
（『
国
語
国
文
』
七
三―

一
号 

二
〇
〇
四
年
一
月
） 

 

『
う
つ
ほ
』
作
者
は
、『
孝
子
伝
』
に
孝
養
奇
端
譚
と
〈
継
子
い
じ
め
譚
〉
と
が
併
せ
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
、

仲
忠
の
物
語
と
対
比
さ
せ
る
べ
く
、
忠
こ
そ
の
物
語
の
基
本
的
な
構
造
を
『
孝
子
伝
』
の
伯
奇
譚
に
仰
ぎ
な
が
ら
、
さ
ら
に

平
安
前
期
当
時
の
貴
族
社
会
の
家
族
関
係
を
見
据
え
て
、
継
子
迫
害
の
要
因
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
起
源
の
ク
ナ
ラ

太
子
譚
の
、
継
母
邪
恋
の
話
形
を
用
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。 

→

『
う
つ
ほ
物
語
』
忠
こ
そ
の
物
語
・
・
・
イ
ン
ド
の
継
子
譚
ク
ナ
ラ
太
子
譚
＋
孝
子
説
話
型
継
子
譚
の
伯
奇
譚 

 

資
料
一
三 

『
孝
子
伝
』「
伯
奇
」
陽
明
文
庫
本 

伯
奇
は
周
の
丞
相
伊
尹
吉
甫
の
子
な
り
。
人
と
為
り
慈
孝
な
り
。
而
し
て
後
母
一
男
を
生
み
、
仍
り
て
伯
奇
を
憎
み
嫉
む
。

乃
ち
毒
蛇
を
取
り
て
瓶
中
に
納
れ
、
伯
奇
を
呼
び
て
、
将
に
小
児
を
殺
さ
ん
と
戯
る
。
少
児
蛇
を
畏
れ
、
便
ち
大
い
に
驚
き

叫
ぶ
。
①
母
吉
甫
に
語
り
て
曰
わ
く
、
伯
奇
常
に
我
が
小
児
を
殺
さ
む
と
欲
す
。
君
若
し
信
ぜ
ざ
れ
ば
、
試
み
に
其
の
所
に

往
き
て
之
を
看
よ
と
。
果
た
し
て
之
を
見
る
に
、
伯
奇
、
瓶
の
蛇
在
り
。
又
①
讒
言
す
ら
く
、
伯
奇
乃
ち
我
に
非
法
を
せ
ん

と
欲
す
と
。
②
父
云
わ
く
、
我
が
子
、
人
と
為
り
慈
孝
、
豈
此
く
の
如
き
事
有
ら
む
や
と
。
母
曰
わ
く
、
君
若
し
信
ぜ
ざ
れ

ば
、
伯
奇
を
し
て
後
園
に
向
か
い
菜
を
取
ら
し
め
、
君
密
か
に
之
を
窺
う
べ
し
と
。
母
先
ず
蜂
を
賷
ち
て
衣
の
袖
の
中
に
置

く
。
母
、
伯
奇
の
辺
り
に
至
り
て
白
さ
く
、
蜂
我
を
螫
す
と
。
即
ち
地
に
倒
れ
、
伯
奇
を
し
て
除
く
こ
と
を
為
さ
し
む
。
奇

即
ち
頭
を
低
く
し
て
之
を
捨
つ
。
母
即
ち
還
り
て
吉
甫
に
白
さ
く
、
君
伺
い
見
る
や
否
や
と
。
父
因
り
て
之
を
信
じ
、
③
乃

ち
伯
奇
を
呼
び
て
曰
わ
く
、
汝
の
父
の
為
め
、
上
天
に
慙
じ
ず
、
後
母
を
娶
る
こ
と
此
く
の
如
し
と
。
伯
奇
之
を
聞
き
、
嘿

然
と
し
て
気
無
し
。
因
り
て
自
ら
殞
ぜ
ん
と
欲
す
。
人
有
り
之
に
勧
め
、
乃
ち
他
国
に
奔
ら
し
む
。
④
父
後
に
審
定
し
、
母

の
奸
詐
を
知
り
、
乃
ち
素
車
、
白
馬
を
以
っ
て
伯
奇
を
追
い
、
津
の
所
に
至
り
向
か
い
、
津
の
吏
に
曰
い
て
曰
わ
く
、
向
に

童
子
の
赤
白
美
兒
な
る
、
津
の
所
に
至
る
を
見
る
や
い
な
や
と
。
吏
曰
わ
く
、
童
子
、
向
者
に
し
て
度
り
て
河
中
に
至
り
、

天
を
仰
ぎ
て
歎
じ
て
曰
わ
く
、
瓢
風
起
こ
り
素
衣
を
吹
く
、
世
の
乱
れ
に
遭
い
て
帰
す
る
所
無
し
、
心
鬱
血
し
屈
し
て
申
び

ず
、
蜂
の
厄
の
為
め
即
ち
我
が
身
を
滅
ぼ
す
と
。
歌
い
訖
わ
り
乃
ち
④
水
に
投
じ
て
死
す
と
。
父
之
を
聞
き
、
遂
に
悲
泣
し

て
曰
わ
く
、
我
が
子
枉
げ
ら
る
る
か
な
と
。
即
ち
河
の
上
に
之
を
祭
る
に
、
飛
鳥
有
り
て
来
た
る
。
父
曰
わ
く
、
若
し
是
れ
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我
が
子
伯
奇
な
ら
ば
、
吾
が
懐
に
入
れ
と
。
鳥
即
ち
其
の
手
に
飛
び
上
り
、
懐
中
に
入
り
て
袖
よ
り
出
づ
。
父
の
曰
わ
く
、

是
れ
伯
奇
な
ら
ば
、
当
に
吾
が
車
に
上
り
、
吾
に
随
い
て
還
る
べ
き
な
り
と
。
鳥
即
ち
車
に
上
り
、
随
い
て
家
に
還
り
到

る
。
母
便
ち
出
で
迎
え
て
曰
わ
く
、
向
に
君
が
車
を
見
る
に
、
上
に
悪
鳥
有
り
。
何
ぞ
之
を
射
殺
さ
ざ
る
と
。
⑤
父
即
ち
弓

を
張
り
矢
を
取
り
、
便
ち
其
の
後
母
を
射
る
に
、
腹
に
中
た
り
て
死
す
。
父
罵
り
て
曰
わ
く
、
誰
か
我
が
子
を
殺
さ
む
や

と
。
⑥
鳥
即
ち
後
母
の
頭
に
飛
び
上
り
、
其
の
目
を
啄
む
。
今
の
世
の
鵄
梟
是
な
り
。
一
名
は

。
其
の
生
め
る
児
、
還

り
て
母
を
食
ら
う
。
詩
に
云
わ
く
、
我
を
知
る
者
は
、
我
が
心
憂
う
と
謂
う
。
悠
々
た
る
蒼
天
、
此
れ
何
人
ぞ
や
と
。
此
れ

は
之
を
謂
う
な
り
。
其
の
弟
、
名
は
西
奇
な
り
。
（「
伯
奇
」
陽
明
本
書
き
下
し
文
） 

 

資
料
一
四
『
う
つ
ほ
物
語
』「
忠
こ
そ
」
と
の
対
応 

①
継
母
に
よ
る
二
度
の
讒
言
。 

②
一
度
目
、
父
は
子
を
信
じ
る
が
、
二
度
目
は
信
じ
ら
れ
な
い
。 

③
父
の
不
信
に
よ
り
継
子
は
家
を
出
る
。 

④
事
情
を
知
っ
た
父
は
子
を
探
し
求
め
る
が
、
再
会
で
き
な
い
。 

⑤
父
の
行
動
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
継
母
が
罰
を
受
け
る
。 

→

こ
の
後
に
他
の
孝
子
説
話
型
の
継
子
譚
同
様
の
孝
養
へ
移
行
。 

 

○
忠
こ
そ
の
物
語
と
伯
奇
譚
は
、
基
本
的
展
開
は
確
か
に
重
な
り
合
う
。
こ
の
構
成
に
継
母
の
邪
恋
を
契
機
と
す
る
ク
ナ
ラ
太
子

譚
、
更
に
『
落
窪
物
語
』
の
例
で
見
た
よ
う
な
継
母
へ
の
孝
養
要
素
を
組
み
合
わ
せ
る
。 

  

五 

『
源
氏
物
語
』
光
源
氏
に
お
け
る
物
語
の
受
容 

 

弘
徽
殿
女
御
（
継
母
）
の
光
源
氏
へ
の
憎
し
み→

政
治
的
迫
害→

父
の
霊
に
よ
る
救
出→

弘
徽
殿
女
御
に
丁
重
に
仕
え
る
。 

 

資
料
一
五 

日
向
一
雅
「『
源
氏
物
語
』
と
継
子
譚
」（
『
源
氏
物
語
の
主
題
：
「
家
」
の
遺
志
と
宿
世
の
物
語
の
構
造
』
桜
楓
社 

一
九
八
三
年
） 

源
氏
物
語
は
継
子
関
係
が
継
子
い
じ
め
に
展
開
す
る
必
然
性
を
、
後
妻
妬
み
の
導
入
に
よ
っ
て
打
ち
か
た
め
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
継
子
関
係
の
葛
藤
を
よ
り
全
円
的
に
構
築
す
る
方
法
で
あ
っ
た
。 

 

資
料
一
六
『
源
氏
物
語
』「
桐
壺
」 

  
 

こ
の
皇
子
生
ま
れ
た
ま
ひ
て
後
は
、
い
と
心
こ
と
に
思
ほ
し
お
き
て
た
れ
ば
、
坊
に
も
、
よ
う
せ
ず
は
、
こ
の
皇
子
の
ゐ
た

ま
ふ
べ
き
な
め
り
と
、
一
の
皇
子
の
女
御
は
思
し
疑
へ
り
。（
「
桐
壺
」
一
九
頁
） 

 

せ
む
方
な
う
悲
し
う
思
さ
る
る
に
、
御
方
々
の
御
宿
直
な
ど
も
絶
え
て
し
た
ま
は
ず
、
た
だ
涙
に
ひ
ち
て
明
か
し
暮
ら
さ
せ

た
ま
へ
ば
、
見
た
て
ま
つ
る
人
さ
へ
露
け
き
秋
な
り
。「
亡
き
あ
と
ま
で
、
人
の
胸
あ
く
ま
じ
か
り
け
る
人
の
御
お
ぼ
え
か

な
」
と
ぞ
、
弘
徽
殿
な
ど
に
は
、
な
ほ
ゆ
る
し
な
う
の
た
ま
ひ
け
る
。
一
の
宮
を
見
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
に
も
、
若
宮
の

御
恋
し
さ
の
み
思
ほ
し
出
で
つ
つ
、（「
桐
壺
」
二
六
頁
） 

  
 

 

明
く
る
年
の
春
、
坊
定
ま
り
た
ま
ふ
に
も
、
い
と
ひ
き
越
さ
ま
ほ
し
う
思
せ
ど
、
御
後
見
す
べ
き
人
も
な
く
、
ま
た
、
世

の
う
け
ひ
く
ま
じ
き
こ
と
な
り
け
れ
ば
、
な
か
な
か
あ
や
ふ
く
思
し
憚
り
て
、
色
に
も
出
だ
さ
せ
た
ま
は
ず
な
り
ぬ
る
を
、

「
さ
ば
か
り
思
し
た
れ
ど
限
り
こ
そ
あ
り
け
れ
」
と
世
人
も
聞
こ
え
、
女
御
も
御
心
落
ち
ゐ
た
ま
ひ
ぬ
。（
中
略
）「
今
は
、
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誰
も
誰
も
え
憎
み
た
ま
は
じ
。
母
君
な
く
て
だ
に
ら
う
た
う
し
た
ま
へ
」
と
て
、
弘
徽
殿
な
ど
に
も
渡
ら
せ
た
ま
ふ
御
供
に

は
、
や
が
て
御
簾
の
内
に
入
れ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
。
い
み
じ
き
武
士
、
仇
敵
な
り
と
も
、
見
て
は
う
ち
笑
ま
れ
ぬ
べ
き
さ

ま
の
し
た
ま
へ
れ
ば
、
え
さ
し
放
ち
た
ま
は
ず
。
（「
桐
壺
」
三
七
頁
） 

 →

一
の
皇
子
の
立
太
子
に
対
す
る
不
安
が
、
弘
徽
殿
女
御
の
憎
し
み
の
始
ま
り
。
一
の
皇
子
、
ま
た
右
大
臣
一
家
の
立
場
を
揺
る

が
す
異
端
者
に
対
す
る
危
機
感
。 

 

資
料
一
七 

孝
子
説
話
型
の
継
子
譚
の
始
発 

伯
奇
は
周
の
丞
相
伊
尹
吉
甫
の
子
な
り
。
人
と
為
り
慈
孝
な
り
。
而
し
て
後
母
一
男
を
生
み
、
仍
り
て
伯
奇
を
憎
み
嫉
む
。

（『
孝
子
伝
』
陽
明
本
「
伯
奇
」） 

 

「
時
に
母
に
二
子
を
生
ぜ
り
。
其
の
後
、
母
牛
の
紭
を
蔵
せ
り
。
」（
『
注
好
選
』
上
「
閔
騫
は
母
が
去
る
を
還
し
留
む 

第
四

十
七
」） 

 

申
生
は
晋
の
献
公
の
子
な
り
。
兄
弟
三
人
あ
り
、
中
は
重
耳
、
少
は
夷
吾
な
り
。
母
は
斉
姜
と
曰
い
、
早
く
亡
す
。
而
し
て

申
生
至
孝
な
り
。
父
麗
戒
を
伐
ち
、
女
一
人
を
得
、（
中
略
）
名
づ
け
て
麗
姫
と
曰
う
、
姫
子
を
生
み
、
名
づ
け
て
奚
斉
卓
子

と
曰
う
。
姫
妬
み
の
心
を
懐
き
、
其
の
子
斉
を
立
て
て
以
っ
て
家
嫡
と
為
さ
ん
と
欲
す
。（
『
孝
子
伝
』
陽
明
本
「
申
生
」） 

 

資
料
一
八 

三
木
雅
博
「『
う
つ
ほ
物
語
』
忠
こ
そ
の
〈
継
子
い
じ
め
譚
〉
の
位
相―

『
孝
子
伝
』
の
伯
奇
譚
・
ク
ナ
ラ
太
子
譚
と 

 

の
比
較
か
ら
」
（『
国
語
国
文
』
七
三―

一
号 

二
〇
〇
四
年
一
月
） 

 

中
国
の
〈
継
子
い
じ
め
譚
〉
が
、
継
母
の
実
子
の
誕
生
と
継
子
へ
の
迫
害
を
関
連
づ
け
て
語
る
背
景
に
は
、
基
本
的
に
は
第

一
子
の
男
子
が
家
督
を
相
続
す
る―

土
地
・
財
産
な
ど
は
第
二
子
以
降
に
も
少
し
ず
つ
分
け
与
え
ら
れ
た
が
、
全
体
的
な
家

財
、
土
地
の
大
部
分
や
家
族
の
監
督
権
は
長
子
か
ら
長
子
へ
と
相
続
さ
れ
た―

中
国
の
家
督
相
続
制
度
が
あ
る
も
の
と
考
え

て
良
い
だ
ろ
う
。
継
母
の
迫
害
の
根
本
に
は
、
長
子
で
あ
り
家
を
継
ぐ
権
利
を
持
つ
継
子
が
い
る
限
り
、
自
ら
の
実
子
を
決

し
て
婚
家
の
後
継
者
に
し
て
や
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
継
母
の
切
な
い
親
と
し
て
の
情
が
横
た
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 →

家
の
安
泰
に
基
づ
く
迫
害
は
、
大
陸
伝
来
の
継
子
譚
に
お
け
る
類
型
的
設
定
。
弘
徽
殿
女
御
の
迫
害
の
発
端
と
重
な
る
。 

 

資
一
九 

『
源
氏
物
語
』「
明
石
」 

故
院
た
だ
お
は
し
ま
し
し
さ
ま
な
が
ら
立
ち
た
ま
ひ
て
、「
な
ど
か
く
あ
や
し
き
所
に
は
も
の
す
る
ぞ
」
と
て
、
御
手
を
取
り

て
引
き
立
て
た
ま
ふ
。「
住
吉
の
神
の
導
き
た
ま
ふ
ま
ま
に
、
は
や
舟
出
し
て
こ
の
浦
を
去
り
ね
」
と
の
た
ま
は
す
。（
中

略
）
い
み
じ
き
愁
へ
に
沈
む
を
見
る
に
た
へ
が
た
く
て
、
海
に
入
り
、
渚
に
上
り
、
い
た
く
困
じ
に
た
れ
ど 

 

睨
み
た
ま
ひ
し
に
見
合
は
せ
た
ま
ふ
と
見
し
け
に
や
、
御
目
に
わ
づ
ら
ひ
た
ま
ひ
て
た
へ
が
た
う
悩
み
た
ま
ふ
。（
中
略
）
大

宮
も
そ
こ
は
か
と
な
う
わ
づ
ら
ひ
た
ま
ひ
て
、
ほ
ど
経
れ
ば
弱
り
た
ま
ふ
や
う
な
る
、
内
裏
に
思
し
嘆
く
こ
と
さ
ま
ざ
ま
な

り
。） 

→

桐
壺
院
の
霊
に
よ
る
光
源
氏
の
救
出
。
弘
徽
殿
女
御
。
朱
雀
帝
は
病
に
。 

 

資
料
二
〇 

○
父
に
よ
る
救
出 

父
察
し
て
密
か
に
之
を
知
り
、
後
母
を
遣
ら
ん
と
欲
す
（『
蒙
求
』「
閔
損
衣
單
」
） 
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父
曰
わ
く
、
若
し
是
れ
我
が
子
伯
奇
な
ら
ば
、
吾
が
懐
に
入
れ
と
。
鳥
即
ち
其
の
手
に
飛
び
上
り
、
懐
中
に
入
り
て
袖
よ
り

出
づ
。
父
の
曰
わ
く
、
是
れ
伯
奇
な
ら
ば
、
当
に
吾
が
車
に
上
り
、
吾
に
随
い
て
還
る
べ
き
な
り
と
。
鳥
即
ち
車
に
上
り
、

随
い
て
家
に
還
り
到
る
。
母
便
ち
出
で
迎
え
て
曰
わ
く
、
向
に
君
が
車
を
見
る
に
、
上
に
悪
鳥
有
り
。
何
ぞ
之
を
射
殺
さ
ざ

る
と
。
父
即
ち
弓
を
張
り
矢
を
取
り
、
便
ち
其
の
後
母
を
射
る
に
、
腹
に
中
た
り
て
死
す
。
父
罵
り
て
曰
わ
く
、
誰
が
我
が

子
を
殺
さ
む
や
と
。（『
孝
子
伝
』
陽
明
本
「
伯
奇
」） 

 

○
超
自
然
的
力
に
よ
る
救
出
。 

呉
の
時
の
人
、
司
空
公
の
王
祥
は
至
孝
な
り
。
母
魚
を
食
す
る
を
好
み
、
其
れ
恒
に
供
え
足
ら
す
。
忽
ち
に
氷
の
結
ぶ
に
遇

う
。
祥
乃
ち
氷
を
枳
き
て
泣
く
。
魚
便
自
出
で
て
氷
上
に
躍
る
。
故
に
曰
わ
く
、
孝
天
地
を
感
ぜ
し
め
、
神
明
に
通
ず
る
な

り
と
。（
『
孝
子
伝
』
陽
明
本
「
王
祥
」） 

 

後
母
之
を
嫉
む
こ
と
之
更
に
甚
し
。
乃
ち
密
か
に
毒
薬
を
以
っ
て
詡
に
飲
ま
し
む
。
詡
之
を
食
す
る
も
死
せ
ず
。
又
刀
を
持

っ
て
之
を
殺
さ
ん
と
欲
す
。
詡
夜
夢
み
て
驚
き
て
起
ち
て
曰
わ
く
、
人
の
我
を
殺
さ
ん
と
す
る
こ
と
有
り
と
。
乃
ち
眠
る
処

を
避
く
。
母
果
た
し
て
刀
を
持
っ
て
之
を
斫
る
。
乃
ち
空
地
に
著
く
。
母
後
に
悔
悟
し
て
、
退
き
て
責
め
て
歎
じ
て
曰
わ

く
、
此
の
子
は
天
の
生
む
所
な
り
。（『
孝
子
伝
』
陽
明
本
「
蔣
詡
」） 

 

○
父
親
・
超
自
然
的
力
に
よ
る
救
出 

大
王
高
楼
ニ
在
マ
シ
テ
髣
ニ
此
ノ
琴
ノ
音
ヲ
聞
給
フ
ニ
、
我
ガ
子
ノ
𤘽
那
羅
太
子
ノ
引
給
ヒ
シ
琴
ニ
似
タ
リ
。
然
レ
バ
使
ヲ

遣
シ
テ
、（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
四
「
𤘽
拏
羅
太
子
抉
眼
、
依
法
力
得
眼
語 
第
四
」） 

 →

父
親
、
超
自
然
的
力
が
継
子
を
救
出
す
る
と
い
う
共
通
要
素
。
父
で
あ
る
桐
壺
院
が
夢
に
現
れ
、
光
源
氏
を
住
吉
神
の
救
出
へ

と
導
く
『
源
氏
物
語
』
の
展
開
と
の
類
似
。 

 

資
料
二
一
『
源
氏
物
語
』「
澪
標
」 

  
 

大
后
は
、
う
き
も
の
は
世
な
り
け
り
と
思
し
嘆
く
。
大
臣
は
事
に
ふ
れ
て
、
い
と
恥
づ
か
し
げ
に
仕
ま
つ
り
心
寄
せ
き
こ
え

た
ま
ふ
も
、
な
か
な
か
い
と
ほ
し
げ
な
る
を
、
人
も
や
す
か
ら
ず
聞
こ
え
け
り
。
（「
澪
標
」
三
〇
一
頁
） 

→

弘
徽
殿
女
御
に
関
す
る
報
復
は
描
か
れ
ず
、
丁
重
に
仕
え
る
光
源
氏
。
継
母
に
孝
を
つ
く
す
継
子
の
姿
と
重
な
る
。 

 

○
光
源
氏
の
物
語
構
成
は
継
娘
物
語
の
変
容
で
は
な
く
、
継
息
子
の
物
語
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
大
陸
伝
来
の
継
子
譚
が
そ

の
表
現
を
支
え
る
。 

 

六 

ま
と
め 

 

平
安
期
に
お
い
て
、「
継
母
に
よ
る
継
子
い
じ
め
」
と
い
う
固
定
観
念
の
生
成
の
背
景
と
し
て
は
、
大
陸
伝
来
の
継
子
譚
の
関
与

が
想
定
さ
れ
る
。
大
陸
伝
来
の
継
子
譚
の
中
で
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
孝
の
賛
美
を
目
的
と
し
た
孝
子
説
話
型
の
継
子
譚
で
あ

る
。
孝
子
説
話
は
、
説
話
集
、
注
釈
書
、
漢
詩
、
和
歌
と
多
方
面
に
引
用
さ
れ
た
素
材
で
あ
っ
て
、
物
語
の
中
に
も
引
用
や
構
成

上
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
文
学
知
識
と
し
て
の
孝
子
説
話
の
延
長
上
に
、
孝
子
説
話
型
の
継
子
譚
に
お
け
る
受
容

を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 


